
第３回 江東未来会議 

 

（第１分科会：子育て・教育分野） 

 

次 第  

 

日時：平成１９年１１月７日(水) 午後７時００分～９時００分

場所：文化センター６階 第１・２会議室 

 

１ 開会

２ 事務局からの連絡事項 

３ 本日のワークショップの進め方について 

４ ワークショップ 

①前回の振り返り 

②将来像の実現に向けた課題の検討 

５ その他 

６ 閉会 

（配付資料） 

○第２回江東未来会議 議事概要 

○第２回江東未来会議 子育て・教育分野（並び替え版） 

○望ましい将来像の実現に向けた課題の検討 

 



071107 江東未来会議(第１分科会―子育て・教育)

１．本日の目標

   
 前回の「望ましい将来像」を実現していく上で問題になっていること、実現

のためにやったらよいことを取りまとめることを目標にします。

２．プログラム
時間 項   目 

19：00 

19：15 

 

 

 

20：10 

20：20 

21：00 
 

 

◆ オリエンテーション（配布資料の概要、本日の進め方） 

◆ 前回の振り返り 

◆ 問題点・課題の検討 

・カード記入（個人の意見だし）       10 分程度 

・グループでの意見のまとめ         45 分程度 

         （休憩） 

 ・全体会議（グループ発表及び意見交換）   30 分程度 

◆ 振り返り、次回の検討 
 

３．進め方

（１）望ましい将来イメージの振り返り

事務局で作成した「望ましい将来イメージ」の整理案について、全員で確認

していきます。整理について合意が得られたら、整理した将来イメージに基づ

いて、本日の検討に入ります。 

（２）将来像を実現する上での問題点、課題の検討 

①カード記入（個人作業）  

カードに「こんなことが問題点だ」「こういう方向で解決したらよいのではな

いか」と思うことを、書いてください。 

【お願い】後で、他の人が見ても内容がわかるように書いてください。 

 ②トランプ談義（グループ作業）  

前回同様、自分のカードを披露しながら、白紙の用紙に意見をまとめ、白紙

に貼られた意見を共通にあらわすタイトルを別色のカードに書き込みます。 

③全体会議（発表） ＊グループ発表 

 持ち時間５分でグループ毎に発表していただきます。その後、全体を俯瞰し

て、共通意見、相違意見について意見交換しましょう。 

 

４．次回の検討事項 

今回抽出された課題を踏まえて、改めて将来イメージを再検討するとともに、

将来像の具体的内容、その実現に向けた取組の方向性などの検討を行います。

以上



第２回 江東未来会議 子育て･教育分野

１第２回江東未来会議（並び替え版） 平成１９年１０月１１日

最小限の基本的なマ
ナーを子どものうちにしっ
かり身につける

子ども達が伸び伸びと子
どもらしく育っている

ボランティアができる子ど
も達

礼節
子どもからのしつけ、家
庭･学校

他人の話を聞ける子ども

中学生のストレスのパー
センテージは大人と同じと
新聞で発表されたが子ど
もの悩みを聞く方法を

受験、競争のストレスか
ら子どもも大人も解放さ
れている

学力も大事と思うが、江
東の子ども達が心の豊か
さをきちんともった環境に
なっている

いじめ←個人のそんげん
に反する（行動させない）

やさしさや互いを愛しむ心のある

ゆとりある社会
やさしさや互いを愛しむ心のある

ゆとりある社会

家庭でのゲーム、携帯電
話などの取り扱いについ
て、すぐにでも考えていか
なければ取り返しがつか
ないのでは。

子どもも大人もメール、
パーソナルゲームよりもコ
ミュニケーションを大切にし
ている

まちなかで行きかう人が
何気なく挨拶している

子どもには大人が必ず一
声かけて通っている

社会性や協調性、
他者への思いやりの心のある

伸び伸び・元気な子ども達

社会性や協調性、
他者への思いやりの心のある

伸び伸び・元気な子ども達

家族が互いを尊重し、協力しあえる

笑顔・安心・やすらぎのある家庭
家族が互いを尊重し、協力しあえる

笑顔・安心・やすらぎのある家庭

職業を持つ親やこれから
仕事をしようとする親が安
心して子どもを預ける場
所がいつでも十分ある

お父さんもお母さんも自
分らしく仕事や生活、子
育てをして満足している

共
同

子ども

父

母

育
児

子どもも大人も安心して
いられる居場所がある
（家庭でも外でも）

家庭はよく話をして笑顔
が絶えない

家庭は団欒の場所であ
る

家庭教育
（人間として学ぶ基礎的
なものを身につける）
↓
学校教育+学業
（他人を尊重する←自分
を大切にする）

親は子どもに基本的生
活習慣を身につけさせる

家庭でのしつけ
学校での教育が適正に
整った環境

親教育のシステムづくり
地域、行政一体で、一
人の人として、また、健全
な子育てできる親育ての
システムをつくる

親と子の絆の大切さが見
直され、血のかよった家
族構成がなされた区にな
る

家族で食事をすることが
当たり前である生活（家
庭）

親としての自覚をもち、
社会を生きる人として子を導く

家庭教育

親としての自覚をもち、
社会を生きる人として子を導く

家庭教育

「家庭」
つながりの中で育てられて
現在でも通用する３世代
家族が望ましい

地域が子どもを育てる

地域であいさつができる。
子ども達に声をかけられ
る

学校と家庭だけでなく、
地域が子どもの育ちに協
力している 学校、親、地域社会が

子どものために協力しよう
という意識が高まっている

子育てする親（特に母
親）が孤立することなく、
地域などいろんな人に、
多くの人に支えられ、囲ま
れながら楽しく子育てでき
る

色々な経験や職業のあ
る大人が子ども達に自分
達の経験や仕事を見せ
たり語ったりする場がある

家庭、教育、社会が一
体となり、子どもを心身と
もに育てること⇒世界に
自国が誇れるよう育てら
れたら良い

子ども

父 母

行政 社会
参加

子ど
も

父 母→ ←

↓
学校教育
↓

地域･社会
援助

赤ちゃんや小さな子ども
から大人、高齢者まで楽
しく交流し合える

学校・公園等における子
どもからお年寄りまで集ま
れる地域コミュニティの確
立

地域の人々が当たり前に
声を掛けられる、挨拶が
双方でできる街になって
いる育児をまち全体で行って

いる

安心-子育て
核家族化、都市化で不
足してきた安心感、ぬくも
りを地域行政で補う

子育てを楽しめる環境づ
くりをめざす

家庭・学校・地域が支え合い・助け合い・協

力しあう子育て社会
家庭・学校・地域が支え合い・助け合い・協

力しあう子育て社会

中高生の居場所づくり
非行防止のためにも是
非彼らにのびのびできる
場を

廃校の有効利用
地域の子育て、子ども達、
老人が一同に集える場
所にする

夜間、子ども達が過ごせ
る場所ができている

子どもも大人も安心して
いられる居場所がある
（家庭でも外でも）

老人との交流が行われて
いる

何かの目標に対して世代
を超えた交流ができてい
る

子ども同士で自由に遊
び、大人がそっと見守って
いる

子どもは異年齢の子ども
同士が交流しあい（動物
を育てる、物を育てるな
ど）様々な経験を豊富に
することができる

人と人とのコミュニケーショ
ンの場が多い教育が増え
ていると良いなと思います。

中学生が小学生に勉強
を教えている

地域の人とのふれあい・交流がある
安心と安らぎの

居場所があるまち

地域の人とのふれあい・交流がある
安心と安らぎの

居場所があるまち

保育時間終了後のフォ
ローを完璧にできる体制
（学童クラブの充実）

子どもも大人も、誰もが
気楽に安心して相談でき
る場がある

育児支援システムづくり
産後のウツ、育児不安、
楽しい育児生活のため、
育児支援者を養成し、
各家庭での育児相談支
援を行うシステムを作る
（行政･地域）

困り事があったらいつでも
飛び込める家づくり

不安・悩み・つらさをうち明け、分かち合い、

癒される仕組みをもつ社会
不安・悩み・つらさをうち明け、分かち合い、

癒される仕組みをもつ社会

子どもの安全管理を充
実させるため一人ひとりに
対策器具を支給する

子ども達が安全に、しっ
かり遊べる環境をつくる

安全-子育て
治安の維持
風紀の乱れを芽のうちに
摘む
明るい夜道

子ども達が安心して通学、
遊べる環境が整備されて
いる（防犯、交通等の問
題）

地域の大人が一体となって見守る

安全な子どもの遊び環境
地域の大人が一体となって見守る

安全な子どもの遊び環境



ゆとり教育がなくなり土曜
日も登校するようになる
やる気のある学校と薄い
学校とに差ができる

土曜・休日をもっと教育
に当てるべき

補助教員をつける
校長の他にしつけ対策の
専門教員を置く

高齢者予算より子ども達
にもっと予算を

学力-教育
その水準を国内はもとよ
り国際的な比較で高い
水準に引きあげる

子どものレベルに合った少
人数授業が行われている

少年少女を含めたスポー
ツ施設の数を増やす

創造力を育てる授業

勉強が好きになる授業を
子ども達に

平等-教育
親の経済力による教育水準の格
差をなくす

２

教育に所得格差が差別とならな
い（奨学金、教育費無料、公教
育の充実）

公立の学校教育の充実
（塾に行かなくてもきちん
と学べる）

40人学級を35人学級に
（あまり少人数はコミュニ
ケーション能力がなくな
る）

外国人との共生
子ども達のために日本語
学級。大人達のために夜
間学級

楽しみながら勉強方法
クイズだといえば喜ぶ勉強
方法

エコ学習の低年齢化
家庭と学校同時に

小学生から大学生まで
の一貫教育
幼保、小、中、高、大と
学校をあがるたびに環境
が変わらない教育体制
であってほしい

小･中学校の理科･技術
系授業を強化する
（情報化･ＩＴ化・グローバ
ル化を乗り越えられるた
めに）

インターネット等のネット
ワークを上手く使用して、
学習が常にできると良い

子どもの体験教育の拡
大（実習）

学校の中に学校と地域
を結ぶコーディネーターシ
ステムを作る（教員経験
者の人がコーディネーター
になる）

地域と学校の交流
近隣の方々がもっと学校
に協力しやすくする
＜例＞放課後の交流指
導

子どもの学力を着実に伸ばす

教育体制が確立されたまち
子どもの学力を着実に伸ばす

教育体制が確立されたまち

親の働く姿を見せる学習
が行われている

学校外での体験を通じて
学ぶ事

小･中授業の中に子育て
授業がある（育児）

全ての学校の授業にコ
ミュニケーション授業が組
み込まれている

学校の外でも授業が行
われている

職人と子ども達の交流が
盛ん

企業との連携での学習
体制

地域の人材を生かし、学
校教育に取り組むことに
より一層の交流が深まる
のではないか

都市核の南砂にコミュニ
ティ道路、通学路、ゆった
りした環境づくり

豊洲公園のような緑の多
い公園が近くに点在する
といいなと思います

アレルギーを引き起こすよ
うな公害が減少してアト
ピーやぜんそく持ちの子ど
もが少なくなっていればい
いなと思います 土を通して物作りの楽し

さを考える

江東区の川は運河では
なく、水を遊べる場所にし
たい

緑の多い広い公園で元
気いっぱいに子ども達が
走り遊びまわっている

将来のある子どもをのび
のび育てるために『行政」
として法律にしばることが
ないように
<例＞先日噴水公園で
子どもの騒音を訴え、遊
べなくなった。社会も家庭
も元気に育っていると思
えば心地よいと感じる方
がロマンがある

江東区には神社とお寺が
多い。緑の環境で大人
が祈る姿が子どもに伝わ
る。
家庭の子育て、豊かな心
の育成、歴史と文化が人
を育てる

農業体験学習が毎年行
われている

自然にふれあう機会にめ
ぐまれた区になっている

ＩＴ化時代においてももの
づくりの良さをもっともっと
理解できる子ども達が触
れ、体験できる環境

校庭または近隣公園等
に子ども達の農園をつくり
自分たちの手で野菜づく
りができる場

教育に農業などを組み
入れて食料自給率が
100%となっている区

めまぐるしく変わる社会の波を生き抜く、知
力・体力・創造力を育む

教育が充実したまち

めまぐるしく変わる社会の波を生き抜く、知
力・体力・創造力を育む

教育が充実したまち

社会的弱者を阻害しない

平等な教育を実践するまち
社会的弱者を阻害しない

平等な教育を実践するまち

教育施設が豊かな区自由-教育
地域毎に決められた施
設を選択可能とする
⇒施設の競争も促す

教育施設の利用
学校側の理解と受け入
れ

北部地域の子どもが少
なくなり、南部地域に子
どもが増え、学校が足り
なくなる

親も学べる場があり、仲
間をつくれるようになってい
る。大人も学べる場があ
る

子どもが遊び・ふれあい・元気になれる親し
みある水辺と豊かな緑のある

公園がたくさんあるまち

子どもが遊び・ふれあい・元気になれる親し
みある水辺と豊かな緑のある

公園がたくさんあるまち

自然・生物への畏敬の念を育み、地域の
人々とのふれあいがある

農業体験の場があるまち

自然・生物への畏敬の念を育み、地域の
人々とのふれあいがある

農業体験の場があるまち

地域の産業、技能など
地域の教育力を活かした特色ある

学校教育が実現したまち

地域の産業、技能など
地域の教育力を活かした特色ある

学校教育が実現したまち

学校開放や廃校利用などにより子どもも大
人も学べる

教育施設が充実したまち

学校開放や廃校利用などにより子どもも大
人も学べる

教育施設が充実したまち

３歳児から要望する教育が受けら
れるよう教育システム等の充実

幼児から英語やPCを使うのでグ
ローバルな考えのできる子どもが増
える

子どもの持つ能力を
最大限に延ばす

早期教育の仕組みがあるまち

子どもの持つ能力を
最大限に延ばす

早期教育の仕組みがあるまち

※社会的弱者：社会の中で身体、健康、学歴、年齢、生活形態、社会的スキルの有無により、その発言力が限定され、生活上の利便を図ることも難しく、他の多くの人々に比べて、その生活の質において、著しく不利で傷つきやすい立場に置かれている人々

第２回江東未来会議（並び替え版） 平成１９年１０月１１日


